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気候変動に伴う気温上昇により、日本でも
農作物の品質や収量に影響が出始めるな
か、栽培が難しかった熱帯・亜熱帯のフルー
ツにも熱い視線が注がれています。国内産
のトロピカルフルーツが食卓に並ぶ日が、
やがてやってくるかもしれません。
写真上はマンゴー、下段左からパパイア、
レイシ（ライチ）、スターフルーツ。
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地球温暖化に伴って果樹栽培に大きな影響が出るといわれるのは
なぜでしょうか？

私たち日本人に身近なウンシュウミカンとリンゴでその影響をみてみましょ
う。果樹は地域の気候との関連が強く、栽培適地の幅が狭いのが特徴で、
気温、日照時間、降水量などの気象条件に大きく影響を受けます。地球
温暖化に伴う気温の上昇は、果樹作物の着色不良や日焼け果、落果の増
加、病害虫による被害の増大、さらには発芽・開花期の前進など、さま
ざまな影響をもたらすことが報告されています。また、果樹作物は収穫で
きるまでに数年の年月が必要であるため、被害が出ても対策が間に合わ
ない可能性があり、転作も容易ではありません。地球温暖化が進行する
今日、その適応策として、日本ではより高温に強い熱帯・亜熱帯の果樹
栽培が注目されています。
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◀ウンシュウミカンの栽培適地予測
ウンシュウミカン栽培の適地温度は 15～
18℃とされ、日本における栽培地は南西沿
岸部の温暖な地域に限られるが、温暖化の進
行に伴って適地は北上し、現在の栽培地は範
囲外となるところが増えると予測されてい
る。「RCP8.5」は地球温暖化予測において、
現時点を超える政策的な緩和策を取らない想
定の気温上昇シナリオ。

◀リンゴの栽培適地予測
リンゴ栽培の適地温度は7～ 13℃とされ、
日本における栽培地は九州・四国・本州の南
西沿岸部の温暖な地域を除き、北海道の一部
まで広い範囲に及んでいるが、温暖化の進行
に伴って適地は北上し、北海道はほぼ全域が
リンゴの適地になる一方で東北以南では高地
を除き栽培が難しくなると予測されている。

▶高温によるリンゴの日焼け果（上）とウンシュウミカンの着色障害（下）
画像下は、着色時期のミカンの鉢植えを、それぞれの温度の部屋に置き着色程度の
違いを調べた実験結果。画像提供：群馬県農業技術センター（上）、農研機構果樹茶業研究部門（下）

ウンシュウミカンおよびリンゴの予測マップは平均気温
の予測に基づくもので、栽培では降雨量・日射量・地形
などの影響を受けるため、実際の栽培適地を予測するも
のではありません。
画像提供：農研機構果樹茶業研究部門
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